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自作の反射望遠鏡について （承前）

中 村 要

　大阪の植村氏のスv一ド六吋牛鏡のマウン「認める事が出來、月火ロのガフセンヂ火ロの
チング製作1：際し同時に紳奈川の近藤氏のも　裂け目等、六吋ロ径εして充分なる結果な學

のも製作され八月に至って再度前回製作の経．げた。

験上著しく改良准して窟眞の如きものが出來　　マゥンチングのみの値it、附閣品の総て

上つナ：o此の詳細it同好者の参考になる事ミ　な含んだ完全な望蓮鏡Sしての値（1約220圓

思ふ。完全なるマウンチングピし

ては此れが最初のものS思ふ。　　　　　自作の反射望逡鏡
　マウンチングの型式it素人用の　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　騨騨脚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　甜福
経緯塵で外形tしてに英國標準型　警’　an
た探り、米プラシア師、衆力JV　9’

一、アーギイング等の長所な謬照

して設計しナこもので重要なる鏡の

取付け其他にに充分の注意ズP佛っ

て由る。マウンテンPt　tt三脚蓋た

除いて総て金醗製で水準高度雨
方向の微動整置、地物線鏡、Is．面

鏡の完備ぜる修正整置た具え、接

眼レンズ匡ネジ自動が付いて居
る。

　正規の附饒品ミしてにロPt．一一一吋

倍拳六倍のファインダー建接眼レ

ンズit三個であり倍率に焦黙48叶

の鏡で18ミリ67倍、12．5ミリ96

倍、6ミ”200倍のもので、日本蔵
並工業會肚の製品で同胱より現在　’一・・一・一一一．一

lt　9ミ）Jまでよリ作られてないが

同肚の五藤氏の君力によリ正式の　　　　　’

プアインダー及び6ミリ接眼vン
ズが近く作られる事になって居
る。接眼レンズ三個で約39圓であ

る。接眼vンズ［工色塗しの高級な

ものであり輸入品に優るものであ
る。

　鋤工自作の六吋のもので近藤氏の　　tttt・　　　　　』』評！n

もの・結果it以下の如きものである〇二重星2で索人用tして高偵でにあるが六rr捉いふロ

蓉警惣騰織灘嘉”1鍛難1警需難鋤撚鋼鵜喪誰
星ば圓盤像が見事に並んだものに見え140倍

で琴εほ美事なる四重星に見え12日の月夜充

分に北極星の俘星fP認める事が出町ナこ。土星

の輪のカシニ溝、クレ’一プ輪、土星本燈の帯

等明瞭に見え、木星衛星の直裡の差な充分：こ

比し雫匝であり、接眼レンズー箇、フアiン

1ダー無しの貧弱なる3吋屈折の300圓1：比し

：著しく廉偵である04吋雫の同構造のものit
：すでに着手されて屠るが大燈四分ノ三の債格

、で出來る事S思ふ05寺吋のものも製作準備
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カミされて1評ろ。

　此の反射望遠鏡1工鼠子材た除いて純日本製

で全く国費で作られるものであって、今後眞

面目なる素人の硯究用ミして不充分ながら提

供する享が禺來ろビ思ふ。反射望遠鏡の規在

索人に珍らしいのは反射望蓮鏡が現在余り知

られないのミ作る所が無い爲でめる。反射鏡

用の勉物線鏡勤評面ば幸ひ白分の手で輸入す

る必要なき可なりの程度の作る事が出直自分

は勢力多き鏡製作に蝕り多くの時間々費し得

ないが西村製作所の助力により撰面目な良き

且つ廉き反射望遠鏡の普及にば勢力Se惜しま

ぬものであるb鏡及びマウンチングも主義ビ

して此れより低級なるもの為作る考え匡な

い。鏡it眼凝血ミしてF8乃至F9のもの亡す

る考である　現在十入號を作業申である。

　六吋の口径ば反射望遠鏡ミして最も取扱易

春限度で椅子に座し常に水弔に覗きながら長

時間の連績観測かなし得る馳等ば屈折の比較

すべき庭でない0

　最初の六吋電同時に紳戸のスコブイシド氏

の依頼i：よリ特蘇なる反身ナ望遠鏡力s作られ

？二〇此れに同氏の大陽紅焔観測及び旋行用S

して計鑑されナこもの［t同氏の入吋孚力，レヅー

の上yg（：取付けられ使用されて居る。同氏使

用の分光器の大きさより焦黙距離が制限され

約30吋弱の定定で29吋にi完成し象口径ば11セ

．ンチ4吉吋の短焦黙のものである。同氏の通

信による電自分の心配に反して可なり良好な

る結果た基げ紳戸にて八吋の使用々許さざる

．／　．＿　aング悪毫毛155倍も使用して八吋牛に

優る結果た撃げ土星像も良好ぜの事である。

千畑：初計叢されナこる大陽紅焔襯測にも好成績

准得て居ろオの事である。

　街ほ詳細に關し一（　［t直接照會されナこい。爲

眞入用者匡手札聖代オして入銭封入の事。

　マウンチングに其後著しき改良為行ひ、鏡

セルばア1レミニウムの使用等最新の構造εな

り、第十號まで豫約すみであろ。器械部や光

一部分に於て英國標準型のものに劣って居な

い。（十月十三日）

　　　　　　　　記念すべき三つの新しき小遊星の命名

　第十九世記の初めから登見が引き績きつSあ．る小遊星匡、一昨1924年の申頃、既に一千

個以上の記鎌に上つ7こ。此の程、此れ等の断しい小遊星の或うものに、慣例により、初め

の嚢見者から名が與へられ7こが、其のうち、

　　　　　第1000番の小遊星（假名1923N　Z）にばPiazzia　（ピ　ア　7’　ア）

　　　　　第1001番　　　　　（同　19230A）　　　Gaussia（ガ　ウ　シ　ア）

　　　　　第1002番：　　　　（同　19230B）　　　01bersia（貢〃バ1シァ）

Sいふ名が與へら江7こ由ナハリヒテン誌第5454號で公表されずこ。命名者、即ち並等の

星の嚢見者ば其れそれK．Reinmuth（ラ／ンムIF）、　S．　Beljawski（ベリヤウスキ）、

V，Albitzky（ア｝ンビPtキ）三氏である。

　上記の三氏が此の三つの小遊星に唱うしナこ名奄與ヘナこのば謝こ好い思ひ付きである。人

の既に知る如く、Pia7zl（ピア）・）t㌔1801年1月1日の夜、イタ1）ヤ國のパレルモ天文

台に於いて、小遊星第一號な匹見けこ天丈家であっブこ。叉、Gauss（ガウス）ば、二時ド

／ツ國の田舎に生ひ立つナこ数學好きの一青年であっ7：が、Piazziが突然の病気のずこめ蟹測

不能εなり、遂に託の小遊星の行くへた見失つ六時、数理の力によって星の軌道た算出

し、其の軌渣要素な墓医して此の星の將來の位置な商魂し7こ。庇の豫言に導かれ》（Olbers

（t］Vバ1ス）は庇の見失はれナこ星秘見付け出し、こ・に學界の不安失望た一掃けこのであ

っずこoPiazziの勤勉、　Gaussの天オ、　Olbersの熱心が織りなされ一（、第一號小遊星Ceres

（セレス）（t確認ぜられ、．其の後に績く幾千個の同類星の首位に置かれろこ蜜ピなつ’tこ。

　この美しいエビソ1ドな永久に記念する7こめ、今の世．の學界が、数もめで’ナこい第一千番

定第一千一番ミ第一千二番の新小遊星に、旧例上、女性化けこ此れ等の射た認めるlt至つ

カのであろo


